













































































































































































































































   教員研修の様子を理解してもらうために、福井県の中学校（社会科）B教諭の事例も紹介する。先
  の小学校のA教諭の事例との違いを意識して、中学校の教員がどのように教科の専門性を高めている
  のかということに焦点をあてて説明したい。
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 A群 …  授業づくりに関する実践記録
 B群 …  子どもの成長・発達に関する実践記録

































































































































































































































































































II 最新の知識・技能の修得の成果についての総合 A（満足している91．9％ 満足していない8．1％）
的な評価 B（満足している92．6％ 満足していない7．4％）










   もの成長をとらえることができた。
 イ それぞれの校種で大切にしていることや課題となっていることが共有でき、どの教員もみんな子




   しやすくなった。50代の先生方は、自分の経験を若い世代に伝えることの意味を再認識し、学校
   での協働研究の意欲を高めることができた。
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義務 県立 義務 県立 義務 県立
現職 26 5 7 1 33 6
元職 16 7 3 3 19 1O





























                ＜免許状更新講習受講者評価＞
文部科学省は、免許状更新講習を実施する大学等に下記I～皿の受講者アンケートを求めた。
免許状更新講習受講者評価書
I 本講習の内容・方法についての総合的な評価 4 3 2 1
1I 本講習を受講したあなたの最新の知識・技能の
C得の成果についての総合的な評価
4 3 2 1
皿 本講習の運営面についての評価 4 3 2 1


















































































































































（1）   講習のねらいは、免許更新制をきっかけとして教職というものを振り返り、新しい知識・
 技能を身にっけることである。実践の振り返りを今後の実践に生かすことが重要になる。
（2）   良き聴き手として受講者の振り返りをじっくりと聴くとともに、専門職の仲間同士で協
 鋤の話し合いが成立するように心がける。
（3）   指導するというよりも、受講者に寄り添い共感的な理解で話を引き出すように心がける。
 ファジリデーター、カウンセラー、コーチのような心づもりでゆっ・たりと話を聴くことを心がけ
 る。
（4）   校種・専門・年齢等の違うメンバーでチームを構成するので、受講者には、できるだけ
 初めての人にも分かるような話し方を心がけてもらう。チーム内で相互作用が活発化するように






（6）   抽象的な表現や箇条書き的な文章に対しては、聴き手として突っ込んでいただき、具体
 的に話してもらう。受講生には、できるだけその実践の中身やプロセスが分かるよう、物語のよ
 うに語ってもらう。
（7）   講義だけでなく少人数による話し合いの内容や感想等もメモに残し、ポートフォリオに
 綴ってもらう。その中で特に書き留めておきたいというようなことにっいては、報告書に盛り込
 むようアドバイスをする。
（8）   配布された実践記録や最新の教育事情に関する資料については、概要を読み取るととも
 に、自分の実践に呼応することや改めて得心したことにっいてもまとめてもらう。










































      「免許更新をしていることを忘れている」
      「講剖こ行く前と行った後で確実に変わった」
      「教員人生を見直す良い機会」
      「集中して思考する贅沢な時間」



















     「最初の自己紹介でうち解けた」






































      「講習全体の充実感と達成感を感じて起きた拍手」
 大学側から必修講習の最後に2日間の振り返りと意味づけがあり、それを聴いていた受講者から拍手が
起きた。これは、自分自身の取り組みに満足し、2日間の講習に対して充実感と達成感を感じていたから































          「少人数でつながり合った手応えを感じた」
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  教職大学院でドナルド・A・ショーンの「省察的実践とは何か」（柳沢昌一 三輪健二監訳）という書
物に出会い、プロフェッショナルの行為と思考について学ぶことができたことも、自分にとっては大きな
収穫であった。教職を専門職としてとらえ、プロフェッショナルとしてどのように資質能力を向上させて
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